
小筆校女子児童自殺事件にかかる

損害臆償請求訴訟の和解の概要について


平戊17年 9日q日 本市の小や校 6年生の女子児童が いL:めを苦に教室内で自殺を回 り､

ためて深く哀悼の意を表しますとともに､心77▲ら舟悔やみ申し上げ王す｡

女子児童cT 0 2 9 ｢ j掛 ま､同級生によるししめが原因)こ遺族は,平成2年1月1日 女子児童のE 】

であり､苧f壬hよび担任は,自殺を予見し.防止する義持JJ.5,つたのにそれを怠った｣として

本市と｣ヒ海道を相手にした順害賠償請求訴訟を,fL幌地方鼓判F.Tに程訴しました｡

その後,約 l年間にわたる審理の結果､去る 2月19EH=耗判所から ｢本件においては 

1 ②捌 i教諭らが,71滴 深く担察していれば F欄 の結果は予見することができたこと 
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本市は.裁判所の判断を呉筆に受け止め､そttを前提 (=して､平砿22年 3月26Elに以 下の内

容の和解が札幌地方鼓判所でL花立しましたので､お和らせいた Lますゥ

【和解条項の概裳】 ※滝川ffl関係分のみい己載

O滝川市は 児童の母視に刺し､本件発生後｣∴ ≠校および滝川巾教育委員会が児要の遺族に

対する適切な対応を患ったこと,遺書の存在を踏まえた早期の調査を怠ったこと.平成17年 
9月20口付の滝川市教育委員会か作蛾した阜故報告書 (第 1次)において,児奄およびその

遺族の尊厳を突指する内零を記載 したこと､および 児童の自殺L71原因かし1L:めにあったに

もかかわらず,平城18年10月 2tjに ｢現時点ではまだ,いじめの事案をきちんと把握できて

いない｣などとい う記者会見を行 ったことについて謝罪する｡ 

07割り市は､今後､本件と同種の事件について､真相究明のために､必要に応して･第三者に

ょる調査なとを行い､また､被害者およひその額紙の意見を聴 く棟全を設ける｡ 

()滝川市は､和解の骨子をJf報たきかわに掲載する.

本市ならびに教育委員会 ･芋校は,今回の和解を砧まえ,女子児車の経を決して無駄にする

ことなく､このような痛まい )事件を二度と起こさないよう.全ノJをあげていL:めの再発防止

全な学校づくりに向けて 心の教育の推進に全力を傾けてまいりますので T民をはじめ関係i･

横間のご支援とこ協力をお願いいたしますD
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